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概要 
仙台高専で考案した、種々の教育機関で共通に適用可能な指標を用いた、学生の本音に

よる授業評価を客観的かつ定量的に分析して教員間で共有可能とする授業評価・即時改善

手法について、ICT を活用した授業評価・即時改善ツールを新たに開発して実践した。そ

の結果、効果について実証したとともに、実践教員にかかる負担を大幅に軽減可能とした。 
 

1  はじめに 

学生と教員における双方向型授業（インタラク

ティブ・ティーチング）の効果的な実践において、

学生の学習意欲を喚起することに加え、学生の本

音を汲み取り、速やかに授業改善を行うことが極

めて重要である。この目的を達成するため、仙台

高専では種々の教育機関で共通に適用可能な指標

により学生の本音による授業評価を引き出し、客

観的かつ定量的に分析するとともに教員間で共有

可能とする新たな授業評価・即時改善手法を開発

して実践することで、開発した手法が効果的であ

ることを示した[1]。一方、これまでの実践では授

業評価シートへの記入、回収、集計を紙で行い、

次回の授業に反映させる形で行ってきたが、評価

実施・データ集計について、実践する各教員に対

する精神的、物理的負担が大きく生じることが更

なる普及への阻害要因となっていた。そこで上述

した新たな授業評価・即時改善手法について、ICT
を活用することで毎回の授業における学生からの

授業評価を負荷なく集計し、速やかに各教員へフ

ィードバック可能とする新たなツールを開発して

実践、評価を行った。その結果、実践する教員の

負担を大幅に軽減することを可能とした。本稿で

は、開発した、ICT を活用した授業評価・即時改

善ツールとその効果について述べる。 

2  考案した授業評価・即時改善手法 

考案した授業評価・即時改善手法について、あ

らゆる教育機関で共通に適用可能な指標を用いる

ことを念頭に設計を行った。また、短時間で客観

的かつ定量的に評価可能な項目を考案して最適化

を行った。考案した評価項目を以下に示す。 
1. 信頼感と安心感 
2. 理解しやすい説明 
3. 理解度の確認と対応 
4. 効果的な問いかけ 
5. グループワーク 
6. 目標と達成感 
7. 教授方法の適切さ 
8. 受講者自身の学習姿勢 

1 から 7 は学生が教員を評価する項目であり、8 は

学生が自身を評価する項目である。各評価項目の

定量化について、ルーブリックの考え方に基づき

4 段階の選択肢を設定し、各段階に対応する判断

基準を考案して指標とした。合格基準としては、

集計結果の平均値が 8 項目全てにおいて 3 から 4
の範囲に入ることとした。判断基準表は、要点が

明確であると同時に直感的に理解でき、かつ全て

の科目で共通に使用できる文章表現で作成し、評

価の際に学生に提示した。更に、本音による詳細

な意見や提案を得るために、以下に示す自由記述



方式の設問を 3 つ設計した。 
 1. 教員の教え方について、極めて良かった点 
 2. 教員の教え方について、改善してほしい点 
 3. 自身の気持ちや態度に影響を与えた点 
以上で述べた、定量評価 8 項目、自由記述 3 項目

を組み合わせて回答票を作成し、実際の授業にお

いて適用して検証を行った。6 名の教員による評

価結果を図 1 に示す。また、同一教員における、

ある科目の教授スキル改善結果推移を図 2 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 8 つの項目による教員毎の評価結果 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 同一教員における教授スキル改善効果 
 

図 1 より、教員毎に得意な項目、不得意な項目

に有意差が表れている。また図 2 より、評価が低

い項目について、改善の効果が明確に示された。

以上より、本手法を用いることで定量的な評価と

改善が可能であることを明らかにした。また、教

授分野、科目の異なる教員がお互いを評価し助言

できることから、効果的に授業スキルを向上させ

ることが可能である。 
以上より、本手法は教授スキル及び教授環境の

改善に対して極めて有効であることが示された。 

3  ICT を用いた授業評価・即時改善ツー    
  ルの開発 

前述の結果より、考案した授業評価・即時改善

手法が極めて有効であることが示された。一方、

これまでの実践においては 8 項目 4 段階の判断基

準表、回答票について紙での配布による実施、回

答を行ったが、教員、学生より 
・判断基準表、回答票を毎回の授業で準備、配 
 布することに負担を感じる 
・多忙なため、各教員が速やかに結果を集計し

次回授業までに反映することが困難である。 
 ・紙の回答票への毎回の記入に負担を感じる 
との意見があり、実践に対する精神的、物理的な

障壁があることが課題として明らかになった。実

践範囲の拡大、更なる利活用に向け、教員、学生

に多大な負担をかけずに実践するためには、上述

の回答集計、グラフ作成、配信を効率的かつ効果

的に行う必要がある。そこで以下に示す取組によ

り、上述の課題を解決した。 
(1) BYOD(Bring Your Own Device)環境による、

学生所有のスマートフォンやタブレット端

末を活用して回答を得る方式の採用 
(2) 得られた回答の集計及びグラフ作成を自動

化するアプリケーションを独自に開発 
(3) 各教員への結果配信、運用方法の最適化 

3.1 BYOD 環境による学生所有端末での回答 
 仙台高専では、平成 29 年度に学生用の無線 LAN
環境を学内に整備完了し、学生が所有するスマー

トフォンやタブレット端末を学習に活用する環境

が確立した。また、仙台高専名取キャンパスの学

生に対して所有端末アンケート（対象：1 年生か

ら 5 年生、計 946 人、回答者 824 人）を実施した

結果、98.1%の学生がスマートフォンを所有してい

る結果を得た。以上の結果より、BYOD 環境によ

る、学生所有端末での授業評価回答環境を構築し

て実践を行った。 
 授業評価回答については、Microsoft 社の

Office365によるアンケート作成フォームを活用し

た。対象となる授業と教員を選択し、先述した 8
つの 4 段階評価項目及び 3 つの自由記述方式を回

答する形で設計した。学籍番号、氏名の記入は任

意とし、回答者が特定されないように配慮した。

学生が所有端末で評価後に送信することで、回答

データが集約される。回答画面の例を図 3 に示す。 
授業評価回答画面への誘導は、QR コードでリンク 
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図 3 学生所有端末による授業評価回答画面例 
 
を作成して学生に示し、学生所有端末のカメラで

読み取る形で対応した。また、スマートフォンや

タブレット端末を所有していない学生に対しては、

学校所有のタブレット端末を貸与して対応した。 
 実践検証の結果、紙での回答では 5～7 分程度要

していたが、学生所有端末による回答では平均で

3 分程度の時間で回答できたことから、授業時間

を削ることなく十分な評価回答が可能であること

が示された。 
3.2 回答集計、グラフ作成アプリケーション開発 
 得られた回答を集計し、各教員や授業科目毎に

分類して、4 段階評価項目のグラフ作成や自由記

述コメントを整理・表示するアプリケーションを

開発した。アプリケーションは Microsoft 社の

Excel を用いて作成した。Office365 によるアンケ

ート回答データは、一定期間（例：1 週間）分の

各教員、各授業の評価結果が集約された形である

が、開発したアプリケーションでは、上述のデー

タを取り込む際に教員名、授業科目名を入力する

ことで、所望の教員、授業のデータのみを抽出し

て集計することが可能である。また、毎回の授業

評価結果の推移をグラフ化でき、授業改善結果を

定量的に把握可能である。開発した回答集計、グ

ラフ作成アプリケーションの画面例を図 4 に示す。 
 一方、調査の結果、各クラスで 1、2 名の学生が

紙での回答を希望していることが分かったことか

ら、開発したアプリケーションに紙での回答結果

を追加入力できる機能を付与して対応可能とした。 
これにより、授業評価を実施した全学生の回答を

データ化して集計、分類、グラフ化可能な環境を

構築した。 
3.3 教員への結果発信、運用方法の最適化 
上述したBYOD環境、及び開発ツールを用いて、

仙台高専有志教員による実践検証を行った。集計

された授業評価データについて、開発したツール

を用いて職員 1 名が各教員及び授業科目毎にデー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 回答集計、グラフ作成アプリケーション 
 

タ分類し、グラフ化された集計結果を対象教員に

e-mail で添付送信する形式で発信した。検証の結

果、職員 1 名が他業務と兼任する状況の下で 2 日

以内に各教員に結果を送付できる環境を構築した。 

結論 

 考案した新たな授業評価・即時改善手法につい

て、ICT を活用して授業評価を集計し、結果を速

やかに各教員へフィードバック可能とする新たな

ツールを開発して実践、評価を行った。その結果、

実践する教員の精神的・物理的負担を大幅に軽減

することを可能とした。授業評価・即時改善を実

践したい教員は授業終了前 3 分程度の時間で、学

生に所有端末で授業評価を依頼することで、2 日

以内に結果を受け取り次回授業で改善可能である。 
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